
1） 流行前のワクチン接種

2） 手洗い、手指消毒

３） こまめな換気

4） 適度な湿度（50～60％）の保持

５） 咳エチケット

６） 十分な睡眠と栄養

７） 人混みを避ける

８） 体調が悪いときは登学・出勤や外出を控える

日本における季節性インフルエンザの流行期は例年12月から3月ですが、今シーズンは東京都で第37週

（9月11日～9月17日）に統計開始以来最も早く流行注意報レベル（10人／定点（週））を超えました。

大阪府でも第42週（10月16日～10月22日）に注意報レベルを超え、全国的にも急増しています。
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参考：厚生労働省 インフルエンザに関する報道発表資料 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou01/houdou_00014.html （2023/10/31 参照）

厚生労働省 令和５年度インフルエンザQ&A https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/infulenza/QA2023.html （2023/10/31 参照）

インフルエンザ流行状況

インフルエンザの予防対策（※新型コロナにも有効）

インフルエンザの特徴

感染した人の咳やくしゃみの飛沫を吸い込む（飛沫感染）ことやウイルスが

付着した手で目、鼻、口に触る（接触感染）ことで感染し、１～３日の潜伏期

間の後に、38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感、

咳、のどの痛み、鼻水などの症状が現れます。

インフルエンザに罹ったかもと思ったら

医療機関で適切な診断をうけ、医師の指示に従って療養しましょう。

インフルエンザと診断された場合の公欠の手続きは、学生便覧の「公認の欠席」

を確認してください。

外出後はしっかり手を洗いましょう！


